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図23：ブリッジ鋳型における，ダミー側内側及
　　　び，近遠心側の寸法変化．
、
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図24：クラウン鋳型において，歯頸部より，咬
　　合面部にいたる，内側壁の原寸法からの
　　変位．
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図25：ブリッジ鋳型において，歯頸部より咬合
　　面部にいたる，ダミー側及び近遠心側の
　　内側壁の原寸法からの変位．
後者は大きくなっても小さくなっても不適合にな
る．図22，23はそれぞれの埋没材鋳型における結
果で，アスベスト緩衝材使用の場合，クラウン歯
頸部の変化と比較し，支台歯部内側間距離の方が，
0．1％～0．3％と小さくなっている．しかしシリ
カーアルミナ緩衝材使用においては，両部位共
まったく同じ膨張をしている．アスベスト緩衝材
使用時におけるこの様な差は，ブリッジ鋳造体の
適合に好都合なものとなっている．しかしより鋳
造収縮が大きな金属鋳造体の適合に対しては，シ
リカーアルミナ緩衝材の使用がより好適である．
　図24，25はフルクラウンおよびブリッジのクラ
ウン内側壁における，原寸法からの変位をまとめ
たものである．横軸は歯頸部から咬合面内側部に
いたる5㎜を1㎜間隔で示している．シリカーア
ルミナ緩衝材では，直線的に変位しており，変形
はみられない．しかし，アスベスト緩衝材では歯
頸部の変化がみとめられ，とくに石こう系クリス
トバライト埋没材でその傾向が大きい．フルクラ
ウン鋳型において，歯頸部は約40μ咬合面内側部
より膨張が少ない．ブリッジ鋳型においては，同
様に約30μ少なくなっている．
　以上の解析結果をまとめると，緩衝材にシリ
カーアルミナ繊維を使用した場合には，埋没材の
加熱膨張は抑制をうけず，鋳型の変型はみられな
い．しかし，アスベスト緩衝材では膨張の抑制を
うけ，鋳型が変型する．
　本報告における有限要素法の解析は，鋳型の作
製条件と加熱変化について行なったものである
が，鋳造体との比較は，合金の凝固時の変化およ
び，凝固時から室温までの冷却過程について検討
する必要がある．これらの問題については，金属
の凝固過程における物性が解明された後に行ない
たい．
結 論
　埋没材鋳型の熱変形解析を2次元有限要素法に
より行なった結果，以下の結論をえた．
　1．緩衝材にシリカーアルミナシートを使用し
た場合は，鋳型の形態，埋没材の種類にかかわり
なく，鋳型は変形なく膨張する．
　2．リン酸塩系埋没材使用の鋳型においては，
熱膨張による変形は少なく，より原型に相似的な
膨張が生ずる．
　3．石こう系クリストバライト埋没材，アスベ
スト緩衝材使用時において，フルクラウン鋳型は
側壁歯頸部内径の膨張が小さく，咬合面部に近い
ほど開くように変形する．側壁部外径は加熱によ
り収縮し，凹状の変形が生じる．
　4．石こう系クリストパライト埋没材，アスベ
スト緩衝材使用時における，3歯ブリッジ鋳型は，
支台間の変化が少ない．支台部内径は，膨張しか
つダミー側，内側壁部はフルクラウン鋳型同様，
咬合面部にむかって開くように変形し，対応する
内側壁部は変形がみられない．
　付記
　本解析は，東京大学大型計算機センター
HITAC　8800／8700　システムを利用して行なわ
れた．
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